東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和元年6月3日(月)　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：松舘　優司
	加藤
	澁谷
	成田
	滝田
	松舘
	坂澤
	柴田
	川守田
	中野
	金谷
	国光

	〇
	〇
	準
	〇
	〇
	休
	休
	休
	〇
	深
	〇

	坂本
	畑中
	野村
	小沼
	大久保
	見上
	工藤
	荒木田
	佐々木
	古川
	鶴飼

	〇
	〇
	休
	欠
	深
	準
	　〇
	休
	準
	深
	〇

	竹内
	三浦
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〇
	　〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・令和1年度　第2回院内研修を下記の日程で実施します。

日時：6月12日(水)、13日(木)17:30～18:30

　場所：メンタルケア病棟　3階会議室

テーマ：「災害時の対応について」

  講師：東AOM
当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。ＷIZの書類フォルダー⇒教育委員会⇒2019年度⇒2019院内研修⇒第2回院内研修⇒出欠表
※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入して下さい。
※資料は配布しませんので、各自筆記用具を持参して下さい。
・令和1年度　第2回法人研修を下記の日程で実施します。

日時：6月18日(火)17:30～18:30、ビデオ研修：6月24日（月）17：30～

　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

テーマ：｢感染防御と伝搬防止～標準予防策を中心に～｣

　講師：松田　俊之　薬局長 

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

　三沢でのビデオ研修：6月21日（金）、6月28日（金）17：30～

場所：ＬＣＰみさわミーティングルーム

当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。ＷIZの書類フォルダー⇒教育委員会⇒2019年度教育委員会⇒2019法人研修⇒第2回法人研修⇒第2回法人研修出欠表

※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入して下さい。

※資料は配布しませんので各自筆記用具を持参して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会
・医療機器等委員会からの連絡
　各ユニットリーダーは、病棟日誌のフォルダ内にある、医療機器の日常点検簿の毎日のチェック（除細動、救急カート）を忘れずに行って下さい。
＜患者様連絡事項＞
・三浦　美幸様～10:30療養環境変更目的にて東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット27号室へ転出となる。

・飯岡　未来様～臨時薬のオランザピンOD(5)1T　1×就床前が処方切れの為、主治医へ報告し、同内容で7日分処方頂いている。
・市川　トミ様～栄養スタッフより連絡あり。金Drへ確認し本日より昼分にCZ－Hi 1P追加し、他は同内容で経管栄養実施するようにとの指示あり。また、本人の食欲等の経過を見ながら、経口摂取可の指示を受けている。排便-5日目にて主治医へ報告し便秘時シンラック液10～15滴のIFオーダー追加となり、シンラック液1本処方となっている。
・澤村　彬様～西舘SWより連絡あり。いちい寮より体験外泊についての連絡あり。①6/13(木)10:30～6/15(土)10:30、②6/20(木)10:30～6/22(土)10:30で希望との事。外泊申請行っている。
・高橋　末吉様～きどクリニック受診の為、14:00御家族・スタッフ付き添いにて外出に行かれている。15:50帰院。膀胱瘻交換と次回の受診予約をしてきたとの事。セフスパン(100)2T　2×朝・夕食後　3日分処方されている。次回受診は6/24　14:30予約。息子様対応可能を確認している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。開放観察中は他者トラブル無く過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中は書き物をされ落ち着いて過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮澤　涼太様～終日隔離中。主治医、家族を含めた面談を希望されている。先日の主治医へ対する暴力行為については反省し、謝罪したいと述べている。しかし、増薬分の服薬については依然として拒否している。精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・野田　裕樹様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。開放中は。自室で臥床され、特に訴え無く過ごされている。便失禁し、更衣している。自力で更衣、保清を行っている。疎通も以前に比べ改善傾向あり。精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～身体拘束中。バイタル異常無し・拘束部位循環障害無し。昨日下痢便があったとの申し送りだったが、本日は下痢便無く経過。本日は引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。被毒妄想あり、残食見られるが、補食に関しては摂取されている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・古里　長太郎様～バイタルサイン異常なし。食事は介助で2/3～全量摂取しムセなし。服薬は粉砕し、スムーズに服用。引き続き、全身状態の観察、管理を行っていく。
・石坂　滉様～食事、服薬、喫煙以外は部屋で過ごしており、他者交流なし。離脱症状は見られず身体不調の訴えなし。引き続き、離脱症状の有無を確認しながら、体調確認をしていく。
・山下　幸子様～希死的発言無く過ごされている。引き続き、全身状態の観察、管理を行っていく。
・中村　ヨシ様～帰宅要求あるが不穏さは無い。ホール内徘徊している。引き続き、全身状態の観察、管理を行っていく。
・沼澤　清子様～帰宅要求あるが不穏さは無い。ホール内徘徊している。引き続き、全身状態の観察、管理を行っていく。
・市川　トミ様～経管栄養はトラブル無く施行。金Dｒより経口摂取可の指示あり。今後は経管栄養と併用し経口摂取も嚥下状態を確認しながら同時に進めていく。
・高嶋　鉄男様～帰宅要求あるが不穏さは無い。ホール内徘徊している。発汗あり水分摂取させ、更衣実施。引き続き、全身状態の観察、管理を行っていく。
＜入院患者様情報＞
日　　付：6月3日　11:58　

氏    名：下田　文子（しもだ　あやこ）様

生年月日：昭和36年12月25日(57歳)
病    名：統合失調症

性    別：女性

病　　棟：東病棟Bユニット1号室

主治医  ：金Dr

入院形態：医療保護入院

（経過）
元来、精神遅滞を有している。20代頃より抑うつ感等の症状が出現し、八戸赤十字病院受診するも通院治療には至らず。同時期より他者に対して過敏に反応するようになる。H25年頃より抑うつ感や不安感、希死念慮等の症状が出現。集中力低下が顕著となり内職作業の内容を忘れる事が頻回となっていた。上記症状により生計を維持していた内職作業ができず、同年より生活保護の受給を開始。時期は不明だが、幻聴・妄想等の症状が出現。上記症状が持続しており、生活保護担当者より精神科受診を勧められ、H28年1月4日当院初診。薬物療法開始となり、以後通院継続していた。H31年3月より単身生活の寂しさを訴えるようになり、同月末には気死念慮が出現。その後も症状改善ない為症状改善、及び今後の生活についてケースワーキングして社会復帰を目指す事を目的とし入院治療勧めたところ、本人も同意しており、R1年6月7日入院予定となっていた。R1年6月3日8:00頃より警察に希死念慮から「死にたい」等の連絡を頻回にしており、一時的に行方不明となる事あり。警察が捜索し本人を見つけている。その後、母様・移山寮の関野様付き添いにて当院受診。金Dr・窪田Dr診察にて入院加療の必要性について説明行っているが、再三説明にも理解は乏しく、入院加療への同意は得られず。母様の同意のもと、11:58東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となっている。
【備考】
・洗濯：業者洗濯
・義歯あるが合わない為、アパートに置いてきたとの事。自歯は数本。
・食事形態は常食・キザミとなっている。
・不穏・興奮時と不眠・不安時のIFオーダーあり。
